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⑫食と健康 ～健やかな毎日のために～  日曜 10:30～12:00 

3/1 いつまでも元気に 糖尿病を予防しよう！ 
四天王寺大学短期大学部ライフデザイン学科 

非常勤講師 岩田照代 

⑮世界遺産講座 百舌鳥・古市古墳群の発掘調査 金曜 14:30～16:00 

3/6 岡古墳の発掘調査 
藤井寺市教育委員会 

文化財保護課 天野末喜 

3/13 三ツ塚古墳 修羅の発掘調査 
藤井寺市教育委員会 

文化財保護課 福田英人 

 

■ 場 所  羽曳野市立生活文化情報センター(LICはびきの) 3階 視聴覚室  

■ 申 込  来館、電話、ＦＡＸ 

■ 申込期間  当該講義日の1週間前から前日まで ※先着順。定員に達し次第、締め切りとなります。 

■ 聴講料  1講義につき800円（当日1階市民大学カウンターにて支払い）   
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大阪・関西万博では、戦時下に暮らす人々の生活品などを集めたウクラ

イナ館が反響を呼んだ。運営に携わったテチャーナ・ベレジュナ副首相が、

昨年 12 月 25 日に出産した娘に「オオサカ」と命名し、話題になってい

る。「夫も私も山や自然が大好きなので、『大きな坂』という意味は私たち

家族にとって象徴的だと思った」と命名の理由を説明している。 

副経済相だった去年、政府代表として万博へのウクライナの参加を実

現。パビリオンの開館式で挨拶し、8 月のナショナルデーの際にも夢洲の

会場を訪れた。その後、副首相兼文化相に就任した彼女は、赤ん坊を抱い

て閣議に出席する写真を SNSに投稿。クリスマスに投稿された写真には、

ウクライナ語で「オオサカ」と刻まれたぬいぐるみの傍で、親子の指が触

れ合う様子が載った。「あなたが自由で独立した、幸せなウクライナで育

つためにあらゆることをする」と、4 年に及ぶロシアの軍事侵攻に立ち向

かう決意を新たにした。 
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はびきの市民大学情報誌

学 長 コ ラ ム

河内厚郎 

(はびきの市民大学学長) 

【第 78 回】 

受付  9時 00分～17時 30分（2階学習情報室 9時 30分～16時 30分）  

※障害への配慮が必要な場合は事前にご相談ください。※駐車場（有料）には限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。 
※情勢により、感染予防対策をお願いする場合がございます。ご理解、ご了承のほどお願いいたします。 
※表記されている内容については予告なく変更になる場合がございます。 
 
ご個人情報の取り扱いについて 
１．ご提出いただきました個人情報につきましては、個人情報の保護に関する法律に基づいて適切に管理いたします。また、株式会社みのりの里「個人
情報保護方針」のもと適切な取り扱いを致します。 

２．ご提出いただきました個人情報は、はびきの市民大学事務局が主催する講座の運営、受講生募集を行う目的の範囲内で利用させていただきます。 
３．ご提出いただきました個人情報は、次の場合を除き、ご本人の同意なしに第三者に提供することはありません。 

(1)講座実施にあたり、講座を担当する講師または講座委託会社に受講者のお名前、年代、性別、受講履歴を提供すること。 
(2)公的機関からの法令に基づく照会を受けた場合。 

はびきの市民大学 

はびきの市民大学 
〒583-0854 大阪府羽曳野市軽里 1 丁目 1番 1 号 LIC はびきの内

【TEL】072-950-5503／【FAX】072-950-5650 

 令和７年度 実習報告 

小学 1～4年生を対象として、「お金ってなんだろう」や「上手なお

金の使い方」を学びました。 

予算の中で、「必要なもの」と「欲しいもの」を見極め、何を買う

のかをすごろくを使って考えていきました。 

「おこづかいきろく」をつけて、お金を管理すること、人の役に立

つことをするからお金がもらえることなど、大人も再認識することが

多々ありました。 

<2>単位認定講座・中期⑩漢方を深く知る 10 月 17 日  漢方薬の鑑定（試飲体験） 

  全 6回の講座の最終回に今まで学んだ漢方薬の試飲体験を行いました。 

班ごとに配布された配剤生薬を「色・形・香り」で分類し、どの漢方処方にな

るのか考えます。似たような生薬が多く悪戦苦闘しつつ、班の方と和やかに話し

ながら分類していきました。正解するとその処方の漢方薬を試飲しました。自分

の班以外の漢方薬も試飲し、香りや味の違いを実感し、飲み比べるという滅多に

できない体験を得た講義でした。 

第 1講義「布から布へ-サステナビリティと裂織-」では、裂織(さきお

り)を体験して、サステナブルな活用を学び、もったいない精神を実感し

ました。 

第 3講義「金属素材と作品」では、１円玉を実物を見ずに書いてみま

した。答え合わせをするときの、ドキドキも久しぶりに味わうものでし

た。 

  

3月の聴講のご案内 
学びたい講義を一つだけ、1日だけなら参加してみたい。そんなご希望にお応えします。 

お好きな講義（日）を選んで聴講することができます。 

 

<3>公開講座 シュワシュワ泡立つ入浴剤 天然素材でバスフィズを作りましょう 11 月 16 日  

  過去の公開講座で様々なアロマやハーブを使った実習がある、坂下先生の講座で今

回は「バスフィズ作り」です。バスフィズの材料やアロマセラピーのメカニズムや精

油の扱いなどの説明を受け、色とりどりのハーブに目移りしながらの、バスフィズ作

りの開始です！ 

 材料を練りこむ作業は、意外と力が必要で、コツをつかむまで大変そうでしたが

「手作りのバスフィズ、かわいいのが出来て大満足です」「いい香りのなかで、手を

動かして、非日常を味わえました」と好評でした。 

 薬局などでも購入できる材料でしたので、「足湯用の小さいのを作ってみる」と意

気込む方もいらっしゃいました。 

<１>公開講座 たのしくまなぶ おこづかい講座 8 月 17 日   

 

実習では受講生同士の会話も弾み、普段触れることのないものに触れられる、またとない機会となりました。 

<4>単位認定講座・中期⑦金属、陶芸、布、ガラス素材を糧にした作り手の話  

 


